
こ
の

印
刷

物
は

、
印

刷
用

の
紙

へ
リ

サ
イ

ク
ル

で
き

ま
す

。

編
集

／
春

日
市

秘
書

広
報

課
広

報
広

聴
担

当
☎

092（
584）1111㈹

　
F

092（
584）1145

 koho@
city.kasuga.fukuoka.jp

〒
816−

8501 福
岡

県
春

日
市

原
町

3−
1−

5
https://w

w
w

.city.kasuga.fukuoka.jp/
発

行
／

春
日

市
市

報
 か

す
が

春日新50年プランによるまちづくり
　魅力ある春日の未来図を実現するため、（A）市民活動拠点の整備、（B）都市機能の向上推進、

（C）歴史自然景観の整備の3つの視点（プラン）による都市づくりを推進していきます。

　市中央部エリア（ふれあい文化センターなどがある大谷地区周辺）に、市内の福祉施設などを移転集約した（仮
称）地域共生交流施設の建設を進めています。
　建設予定地の旧大谷ふれあい公園では、建設前の文化財調査に向けて、樹木を伐採しています。伐採した
樹木の一部は、乾燥・製材し、「市産材」として有効活用します。
活用予定

▽新しい施設で使うベンチなどの家具の製作

▽緑の循環などへの理解を深めるため、小物を作るワークショップなどの開催
※材料の状態などで変更になる場合があります。
スケジュール（予定）

▽令和6年度　伐採、粗製材、乾燥

▽令和7・8年度　乾燥、製材

▽令和9・10年度　ワークショップ・家具製作

○地球温暖化対策としての市産材の活用
　木は、二酸化炭素を吸収して成長します。伐採した木を焼却などで処分すると、木の中に蓄えられた炭素
が大気中に放出されてしまいます。木材として加工することで、炭素を木の中に留めておくことができます。　　
　また、若く成長段階にある木は、古い木よりも多くの二酸化炭素を吸収します。新たな施設の横には、誰
もが緑に親しむことができる広場を設け、新しい（若い）木を植えます。
　こうした取り組みにより、地球温暖化対策と緑の循環も進めていきます。
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▲春日新50年プラン

問い合わせ先　経営企画課企画担当　☎（584）1133　F（584）1145　 1014972

令
和

6年
10月

1日
号

  №
1270

10月20日㈰いきいきフェスタ開催
交通規制などを行います

問い合わせ先　健康課健康づくり担当
　　　　　　　☎（５０１）１１３４　F（５０１）１１３５　 1010807

●いきいきプラザ前の道路通行止め（車両通行不可）

▽午前9時30分〜午後3時30分
●コミュニティバスやよい（須玖線２〜８便）バス停の変更

▽バスセンター発
　福祉ぱれっと館前、いきいきプラザ前には停車しません。

臨時バス停は、春日小学校（校庭側）前です。

▽バスセンター行
　いきいきプラザ前には停車しません。福祉ぱれっと館前

バス停を利用してください。
●西出張所利用者の臨時駐車場

▽ 10月19日㈯　いきいきプラザ裏の親水公園駐車場

▽10月20日㈰　JA春日支店の駐車場
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いきいき
プラザ

10月19日㈯
西出張所利用者臨時駐車場

10月20日㈰
西出張所利用者
臨時駐車場

交通規制
午前9時30分～午後3時30分

※コミニティバスやよい（須玖線2～8便）は
　いきいきプラザ前には停車しません。

●須玖線福祉ぱれっと館前
●昇町交番前

●須玖線昇町交番前
　（臨時バス停）
　（須玖線２～８便）

春日小学校 福祉
ぱれっと館

昇町

春日
小学校前

JA
春日
支店

親水公園
●昇町
　（いきいきプラザ前）

交通規制区間

：シャトルバス乗降場所

：コミュニティバスやよいバス停
：西鉄バス停

伐採した樹木を「市産材」として活用

▲市産材を使用した家具のイメージ


